
第１回 君津地区公民館運営審議会 会議次第 

 

日 時 令和８年５月２０日（水） 

午後２時００分から   

場 所 君津中央公民館 多目的ホール 

 

１ 開 会 

 

 

２ 委員長あいさつ 

 

 

３ 公民館長あいさつ 

 

 

４ 職員紹介 

 

 

５ 議 題 

（１）令和８年度 君津地区公民館運営審議会の年間計画について 

 

（２）令和８年度 公民館事業計画について 

 

 

６ 協 議 

（１）公民館使用料について 

 

 

７ その他 

（１）君津地方公民館運営審議会連絡協議会関係（説明：事務局） 

     総 会：５月２９日（金）１４時から 富津市富津公民館 

     研修会：７月２９日（水）午後(君津地方公民館連絡協議会と共催) 

  

（２）その他 

    

 

８ 閉 会 

-1-



-2-



 
 
 

令和８年度 第１回君津地区公民館運営審議会 

資  料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

君 津 中 央 公 民 館 

八 重 原 公 民 館  

周 西 公 民 館 

周 南 公 民 館 
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職　名 氏　  名 備　考 職　名 氏　  名 備　考

館 長 笹本　和男 館 長 隅田　洋一

副 主 幹 布施　利之 副 主 幹 新井　正孝

副 主 幹 小林　太郎 副 主 査 三枝　美和子

　 副 主 査 中川　知紀 副 主 査 東　絵里香

主 任 主 事 荒井　賢次郎 (会)事務員 成川　佳代子

主 任 主 事 矢島　　尭 (会)用務員

主 任 主 事 鹿島　伊代

公 民 館 主 事 柴田　　学

主 事 中村　和暉

主 事 平野　実悠 職　名 氏　  名 備　考

(会)用務員 館 長 五十嵐　徹

副 主 査 中村　亮彦

※（会）は会計年度任用職員 副 主 査 山田　友唯

(会)事務員 在原　結香

(会)用務員

職　名 氏　  名 備　考

館 長 飯泉　みゆき

副 主 査 平島　幹子

副 主 査 矢代　雄一

(会)用務員 三沢 勝美・高畑 美智代

山下 惠子・鎌田 頼子・蔵 憲治

小川 十糸子・笠嶋 勧太

令和８年度　君津地区公民館職員

周西公民館　 〒299-1147　人見4-11-21

℡57-6080　　fax55-8852 

℡52-4915　　fax52-4918　*公運審事務局

℡55－１８４０　　fax55-1940

君津中央公民館 〒299-1152　久保2-13-2

周南公民館　 〒299-1123　大山野26

八重原公民館　 〒299-1162　南子安9-17-2

℡50-3980　　fax54-9888 

上浦 康代・伊藤 菜緒子
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君津中央公民館 
 
１ 基本方針 

（１）地域の諸団体・機関とのゆるやかな連携のもと、地域住民の学習、文化活動などの拠点とし 

て親しまれる公民館を目指す。 

（２）住民や地域の課題、ＳＤＧｓに向き合った学習機会を提供するとともに、地域における助け

合い・支え合いの関係づくりを進め、住民主体のまちづくりに寄与する。 

 

２ 令和７年度の成果と課題  

【成果】 

（１）ここ数年「ひこばゆ」や文化祭特別企画の工夫など、継続して地域団体や自治会

と関わりを深めている。さらに、君津高校との連携事業、テスト期間中のフリース

ペース提供等により、公民館にこれまで縁遠かった若者達との関わりの機会も増え

ている。  
（２）上記の取組みによる成果の象徴的な例として、地域や若者とのかかわりが評価さ

れ、令和５年度の文化祭特別企画が「さわやかちば県民プラザ主催 第７回ちば講

座アワード」（令和７年度実施）で千葉県社会教育委員連絡協議会長賞を受賞した。 

【課題】 

（１）公民館を利用している方が固定化しており、まだまだ知名度・認知度が低い。新

規利用者の獲得に向けて、関心の高いテーマや気軽に参加できる事業を増やすなど

工夫が必要。 

 
３ 令和８年度の重点目標 

（１）地域、くらしの課題に向きあうネットワークの構築 

  ①学校、自治会等と連携し、地域課題の解決に向けたネットワークづくりを行う。 

  ②地域団体との連携や青少年健全育成の推進のため、周西南中学校区学校運営協議 

会や周西南中学校区地域学校協働本部の支援を行う。 

  ③家庭、子育て、親子関係等身近な暮らしの課題・悩みを地域ぐるみで共有できる

「ゆるやかなネットワークづくり」に資する事業を展開する。 

（２）若者の地域・社会参画の支援 

  ①近隣の中学校、高校等と連携し、公民館が若者にとってより身近な場所になるよ

うに事業を展開する。 

  ②若者と公民館との接点を活かし、若者が楽しく地域、社会活動に参画できる契機 

となる事業を展開する。 

（３）「多様性」を大切にしあえる地域づくり 

  ①地域ぐるみで障がいへの理解を深めあえる事業、障がいのある人が参加しやすい

事業を展開する。 

②「ひこばゆ」を通じて、さまざまな人の助け合い、支えあいにより成り立つ地域 

の姿を伝え、多様性への理解を深めあう機会を提供する。 
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４ 令和８年度の重点取組分野及び主な予定事業 

「多様性を認めあえる地域づくり」  
 令和６年度君津地区公民館運営審議会答申を踏まえ、目的性のあるネットワーク

づくり、多様性を認め合える地域づくりを通じて地域活性に資することを目指す。 
※主な予定事業「課題解決学習推進事業」「ひこばゆ」 

 

５ 令和８年度の事業計画 

（１）公民館運営審議会  

№ 事業名 目的及び主たる内容 
期日・

回数 
対象･人数 備考 

１ 

君津地区公民

館運営審議会 
公民館事業の企画・実施、施設整備に

ついて総合的に調査審議するとともに、

住民の意見を反映する。（君津地区４館

で開催、今年度事務局：周南公民館） 

４回 委員12名  

 

（２）コミュニティ活性化事業 

№ 事業名 目的及び主たる内容 
期日・回

数 
対象･人数 備考 

２ 

サークル･団

体研修会 

サークル、地域団体等に地域、時事のテ

ーマについての理解を深める学習機会を

提供する。併せて公民館の利用促進を目

指す。 

１回程度 サーク

ル・地域

団体等 

 

３ 

サークル・団

体活動・社会

教育関連の地

域諸団体への

支援・協力 

サークル、地域団体等を支援し、住民の

交流機会の創出、コミュニティ活性化を

推進する。 

随時 公民館利

用サーク

ル・団体

等 
地域諸団

体 

 

４ 

第62回君津中

央公民館文化

祭 

地域に暮らす、関わる人の「知恵・力・

技」を分かち合い、地域力を共に高めてい

くことを目指す機会を提供する。実行委

員会を作り実施。 

 

5月～ 

10月31日 

11月1日予

定 

サーク

ル・ 
団体、学

校、市民

等 

 

５ 

展示ギャラリ

ー利用促進 

館内展示スペース、君津駅展示スペー

スを有効活用し、広く住民の活動、学習成

果等の発表、報告等ができる機会を提供

する。 

随時 サーク

ル・団体

等 

 

６ 

君津中央公民

館だより「ひ

こばゆ」発行

事業 

地域や社会の時事状況等を地域住民が

共有できる最も身近な地域情報誌の発行

を通じて、住民が地域への関心を深める

機会を提供する。今年度は地域に暮らす

「外国をルーツに持つ人」に光を当てる。 

２回程度   
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（３）青少年教育事業 

№ 事業名 目的及び主たる内容 
期日・回

数 
対象･人数 備考 

７ 

青少年による

地域活動支援

事業 

(1)青少年による地域参加、社会参加の 

機会を創る「こどもクラブ」 

(2)地区青少年相談員との共催事業 

４回程度 
 
２回程度 

子 ど も ～

高 校 生 年

齢程度 

君津高校

や青少年

相談員と

共催 

８ 

周西南中学校

区２０歳のつ

どい 

２０歳の節目に、大人になった自覚や

地域の一員としての自覚を高める機会を

提供する。実行委員会を作り実施。 

８月～ 
１月10日

（日） 

  

 

（４）課題解決学習推進事業 

№ 事業名 目的及び主たる内容 
期日・回

数 
対象･人数 備考 

９ 

子育て・家庭

生活に関する

学びとつなが

り事業 

子育て・家庭生活に関する学びの機会

を提供し、当事者同士や地域のつながり

をつくり子育てしやすい環境を醸成す

る。今回は「不登校」をテーマに当事者同

士が悩みや課題を共有できるネットワー

クづくりを視野に入れた事業を展開す

る。 

７月～ 
４回程度 

子育て中

の方、テ

ーマに関

心のある

方 

 

10 

高齢者の暮ら

しの課題に関

する事業 

地域集会施設を活用して、高齢者のつ

どいの場、通いの場づくりを進め、豊かな

高齢期を過ごす環境づくりを進める。 

８月～ 
 

高齢者等  

11 

身近な暮らし

や地域のテー

マに関する事

業 

身近な暮らしや地域の課題に関する学

習機会を提供する。 

(1)多様性への理解を深める事業 

①障がい者が参加しやすい事業。 

②「あいあいカフェ」 

(2)時事課題への関心を深める事業（仮）

「日本国憲法を書き写す」 

(3)自治会との連携による地域課題解決

に資する事業（仮）「自治会お茶飲み懇談

会」 

(4)第三の居場所とゆるやかなネットワ

ークづくり事業「ポンコツ村」 

 
 
①７月～ 
②４月～ 
 
７～８月 
９回 
10月～ 
 
 
６月～ 
８回程度 

子ども～

成人 
 

 

（５）分館事業 

№ 事業名 目的及び主たる内容 
期日・回

数 
対象･人数 備考 

12 

貞元を知って

楽しむ講座 

貞元地域の資源を題材に、地域の魅力

を知ることができる学習機会を提供す

る。 

調整中 貞元地区

在住者及

び一般 
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君津市生涯学習交流センター 
 
１ 基本方針 

（１）本市の生涯学習や市民交流の中核として、市民の生涯学習活動の充実に寄与する  
事業展開を図る。  

（２）ＳＤＧｓや超高齢社会など、社会的なテーマに向き合い、時代や社会の変化を見  
据えた教育や文化活動の展開を図る。 

 

２ 令和７年度の成果と課題  

【成果】 

（１）さわやかちば県民プラザと連携し、「ちばアカデミア講座」のサテライト会場と

して講座を実施。公民館だけでは呼ぶことができないような著名な方や専門家の講

座を受けることができた。また、ICTが苦手な高齢者の参加が多く、サテライト会場

を設置しなければ参加できなかったことから、高い評価を得た。 

（２）地域の方々や若者を中心にボランティアを募り、市民交流イベントの企画・運営

を行った。ボランティアは合計で30名が参加し、地域に賑わいを作るとともに、若

者の 活躍の場や地域・社会と関わるきっかけを作ることができた。 

 

【課題】 

（１）「こっこるーむ」に来る保護者と子どもの交流を深めることを目的に実施してい 

た「こっこるーむイベント」の内容の固定化があり、参加が少ないものもあった。 

（２）「ちばアカデミア講座」による新たな展開があった一方、現代社会・地域セミナ 

ーにおいて、当地域の実情に合わせた当館独自の事業には至らなかった。 

 

３ 令和８年度の重点目標 

（１）社会、地域状況に沿った生涯学習メニューの提供 

ＳＤＧｓや多様性、デジタ 

 

0ルデバイドなど、現代社会のテーマに沿った事業実施をはかるとともに、市民が楽し

く交流を深めることができる事業を行う。 

（２）子どもたちが多世代とのふれあいの中で成長する機会の提供 

「こっこるーむイベント」を、これまでの協力団体に加え新たな団体にも参加の 

機会を拡大した「こっこくらぶ」にリニューアルすることで、「こっこるーむ」が、

これまで以上に乳幼児期の子を持つ保護者と子どもがふれあいを深める場、また多

世代交流の場として機能することを目指す。 

  

４ 令和８年度の重点取組分野及び主な予定事業 

「新たな交流を深める」  
「こっこくらぶ」「市民交流事業」により、市民の交流の輪を広げるとともに、時

事に応じた市民の身近な課題や本市における課題に応じた事業を行う。  
※主な予定事業 こっこくらぶ、市民交流事業、現代社会・地域セミナー 
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５ 令和８年度の事業計画 
（１）市民相互交流促進・生涯学習促進事業 

No. 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象・人数 場所 備考 

1 

子育て支援に

関する事業 
子育て支援講座、講演会の実施や子

育てサポーターの支援と連携を通じ

て、子育て期の仲間づくり、情報共有

の機会提供を図る。 

４回程度 関心の 
ある方 

生涯学習

交流セン

ター 

 

２ 
現代社会・地

域セミナー 
各機関が実施している取り組みを

活用し、社会的なテーマを意識した

事業を実施する。 

数回 一般市民 生涯学習

交流セン

ター 

 

３ 
市民交流イベ

ント 
市民が集い、楽しみながら交流する

機会を提供する。 

１回 一般市民 生涯学習

交流セン

ター 

 

４ 

生涯学習講演

会 
市内公民館と連携を行い、本市の地

域づくりのキーワードである「地域活

性化」をテーマに生涯学習事業の推進

を行う。 

数回 一般市民 各公民館  

５ 

スマホ講座 市民のＩＴに関する知識や技術の

習得を支援するため、スマートフォ

ンの基本操作や活用方法に関する講

座を開催する。 

※総務課と共催 

調整中 一般市民 生涯学習

交流セン

ター 

 

 
（２）子ども相互交流事業  
No. 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象・人数 場所 備考 

６ 

保育室・児童

室関係事業 
保育室・児童室（こっこるーむ）に

おいて子どもが安全に過ごせるよう、

環境整備を行うとともに、保護者と子

どもと地域団体が一緒に楽しみなが

らふれあいを深める「こっこくらぶ」

を実施する。 

通年 乳幼児から

小学生低学

年までの子

どもとその

保護者 

こっこる

ーむ 
 

 

（３）その他 

No. 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象・人数 場所 備考 

７ 
生涯学習情報

の提供 
生涯学習情報の収集・整理・提供を

行うとともに、市民の生涯学習相談に

応じる。 

随時 一般市民 生涯学習

交流セン

ター 
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八重原公民館 
 
１ 基本方針 

（１）地域住民の自主的な学習・文化活動の拠点として、多くの人に親しまれ、ともに育み合う公

民館づくりを目指す。 

（２）暮らしや地域の現代的な課題について学習を展開し、住民の学習意欲の向上に努める。 

（３）地域に多様な活力を生み出し伸ばし合う自主的な活動を支援し、住民相互の豊かな人間関係

づくりと地域コミュニティの維持・活性化に寄与する。 

 

２ 令和７年度の成果と課題  

【成果】 

（１）時事や世代の関心・ニーズを踏まえ、地域の歴史や人権（手話、戦争）、セカンドライフと

いったテーマで講座を実施し、中高年世代を中心に新規参加者が増加した。実施にあたり他地

区公民館や関係機関と連携し、内容の充実を図った。 

（２）家庭教育学級、親子体験教室を連続実施し、乳幼児～小学生の子育て層の参加が得られた。

家庭教育学級として文化祭に参加し、自主活動の発展があった。 
（３）連携事業や館報取材を通じて、地域食堂等の地域団体や自治会と関わりを持つことができた。 
 

【課題】 

（１）事業参加者に対しその後の継続的な参加や、自主的な活動につなげる働きかけが必要である。 

（２）休館日や開館時間など公民館運営が変化を迎えている中で、サークル団体の活動支援や育成

に適切に取り組み、公民館への理解を地域に広げていく必要がある。 

（３）自治会文書配布の運用変更に伴い、公民館の今後の情報発信が課題である。 
 
３ 令和８年度の重点目標 

（１）地域づくり協議会発足に向けた準備会伴走支援 

地域づくり課と連携して学びと対話を重視した関わりを行い、地域活性と課題解決のた

めに主体的に行動できる力が育つよう支援する。 

地域の既存の組織や団体、連携の状況、地域資源等について情報収集を進める。 

（２）開館３０周年記念事業の実施 

実行委員会や関連団体等と連携し、３０周年記念事業を実施する。 

これまでを振り返り公民館の存在意義を再確認し、これからの地域づくりや公民館の役割

を考える機会とする。 

（３）地域の実情や生活課題に対応した事業の実施 

地域や公民館への関心・理解を高める事業を実施し、多様な人々が集う機会を創出する。

参加者が継続的に公民館事業に興味関心を持ち続けるよう働きかけ、新たなつながりづく

りや担い手発掘、育成を目指す。 

 

 

４ 令和８年度の重点取組分野及び主な予定事業 

「開館３０周年記念事業と地域づくり協議会準備会伴走支援」 

記念事業を通じて、公民館や地域の今後のあり方について考える機会とする。公民

館に関わる人の裾野を広げ、新たなつながりづくりや担い手育成を行う。 

令和６年度君津地区公民館運営審議会の答申を踏まえて、協議会発足を目指し住民主体
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の地域づくりを積極的に支援する。 

※主な予定事業：３０周年記念事業、地域づくり協議会準備会伴走支援、地域再発見事業 

 

５ 令和８年度の事業計画 

（１）公民館運営審議会  

№ 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象･人数 備考 

１ 
君津地区 
公民館運営審

議会 

君津中央･八重原･周西･周南公民館長の諮

問機関として、事業の企画、施設の運営･整備

について調査･学習･審議する。 

5～3月 
年4回 

委員12人 君津地区 

4館で開催 

 

（２）コミュニティ活性化事業 

№ 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象･人数 備考 

２ 

八重原公民館 

だより 

「館報八重原｣ 

公民館事業や地域の動きを紹介し、身近な

地域情報紙として住民の地域に対する関心を

高める役割を担う。住民による編集委員を組

織し、親しみやすい紙面づくりに取り組む。 

 

7～3月 

年3回  

各1,000部 

地区内回覧 

・関係機関

に配布 

 

３ 

第30回 

八重原地区 

ふれあい文化

祭 

 

公民館利用者及び地区住民の学習・文化活

動の発表の場として開催し、活力ある地域文

化の創造、住民相互の交流の機会とする。 

実行委員会による主体的な運営を支援する。 

 

11/7（土）、 

8（日） 

地区関係機

関、サーク

ル・団体、地

域住民等 

 

４  

サークル・団体

研修会 

 

公民館について理解を深め、サークル運営

について学ぶ研修を行う。サークル同士の交

流を図り、よりよい公民館活動をともに考え

る機会とする。 

 

5/29（金） 

 

サークル・

団体 

 

５  
サークル・団体

の支援 

 

サークル活動の日常支援、相談を行う。館内

掲示や館報など地域への周知を行う。 

通年 サークル・

団体 

 

６  

地域団体・関係

機関等との連

携 

施設提供や情報共有を通じて地域の機関や

団体の運営と活動を支援し、結びつきを強め

る。 

 

通年 各団体 

機関等 

 

 

 

（３）青少年教育事業 

№ 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象･人数 備考 

７ 

八重原こども

体験教室 

自然体験や工作など、様々な活動を通して、

子どもたちの好奇心を高めるためのきっかけ

作りを行う。 

7～2月 

5回程度 

小学生 

30名程度 

青少年相

談員と共

催 

８ 

令和9年 

20歳のつどい 

 

 

大人になった自覚や地域の一員としての自

覚を高める機会を提供する。青年教育として、

実行委員会による企画・運営を支援する。 

令和9年 

1/10（日） 

実行委員会 

8月～ 

君津・八重

原中学校区

の20歳の対

象者 
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９ 

親子体験教室 親子間のコミュニケーションと地域の家族

同士の交流の場づくり。家事育児や地域課題

をテーマにした体験学習。 

年3回程度 小学生とそ

の保護者 

他地区公

民館と連

携 

 

（４）課題解決学習推進事業 

№ 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象･人数 備考 

10 

八重原地区家

庭教育学級 
「八重の桜」 

子育てにおける親と家庭の役割について学

び、ともに子育てをする仲間づくりを進め

る。地域での親と子の育ち合いを支援する。 

6～2月 

6回程度 

乳幼児～小

学生の保護

者 

 

11 

地域再発見講座 八重原地区の歴史や文化などについて学

び、地域の魅力を再発見する。地域に対する

興味関心を深める。 

10～12月 

2回 

地域住民  

12 

セカンドライ

フ応援講座 
長い高齢期を社会とゆるやかにつながりな

がら豊かに生きるための心構えを学び、地域

活動参加のきっかけづくりとする。 

年3回 地域住民 他地区公

民館と連

携 

13 

あったかふれ

あいサロン 
介護予防と孤立防止のための外出機会の創

出を目的とした高齢者の居場所づくり。生活

に役立つ学びや交流の場を提供する。 
生活支援コーディネーターや関係機関・団体

と連携して運営する。 

年12回 

（周南公民

館と交互に

実施） 

地域住民 東地区か

まちょろ

会議と連

携 

 

（５）その他 

№ 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象･人数 備考 

14 

読書活動推進

事業 

 

八重原公民館「かけはし文庫」の充実を図

る。BOOKサロンの実施など地域に向けたＰＲ

を行い、住民の利用促進を目指す。 

 

通年 地域住民  

15 

八 重 原 地 区

地 域 づ く り

協 議 会 伴 走

支援 

協議会発足に向け、令和8年3月に始まった

八重原地区地域づくり協議会の準備会の伴走

支援を行う。 

通年 地域住民等 地域づく

り課と連

携 
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周西公民館 
 
１ 基本方針 

地域に必要とされ、住民の暮らしに役立つ公民館となるよう、以下の３点を基本方針として公民

館運営にあたる。 

（１）住民に広く親しまれ、誰もが安心して気軽に利用できる地域の拠点とする。 

（２）住民の自主的な活動を支援し、地域や時事の課題をともに考え、“いくつでも誰でも何度で

も”学べる機会を提供する。 

（３）地域連携や交流の拠点として、地域の教育力及びコミュニティ機能の向上に努める。 

 

２ 令和７年度の成果と課題  

【成果】 

（１）当館の基本方針「地域の拠点」「学習機会の提供」「地域の教育力及びコミュニティ機能の

向上」に向け、多様なプログラムを計画通り着実に実施した。 

（２）周西地区地域づくり協議会支援事業においては、９月に「周西ファンＢＡＳＥ」が発

足し、１０月２４日には市の「地域づくり協議会」としての認定となった。地域内外の

方、多様な立場の方が集い、「つながり」を作ることでの地域づくりを目指した活動が

展開され始めた。初年度の半年で、組織運営の検討、情報発信、計画していた事業やグ

ループ活動の具体化に着手し、その形が具体化しつつある段階まで至った。 

（３）地域課題解決支援事業として「周西ひだまりひろばプロジェクト」に着手し、公民館の「施

設」「場」としての機能を活かす取組、従来とは異なる手法を用いることを試みることができ

た。住民有志（プロジェクトメンバー）と共に学習・検討を重ね、令和８年５月からの実施に

向けて目途を整えることができた。 

（４）予約システムの更新に際し、説明会の開催や窓口での丁寧な案内を徹底したことで、利用者

の不安を解消し、スムーズな運用へとつなげることができた。 

 

【課題】 

（１）公民館における根幹的な状況が変化する中、地域住民の暮らしに寄り添う、より効果的・効

率的な公民館運営を模索していく必要がある。 

（２）周西地区地域づくり協議会支援事業においては、従来の団体と異なる成り立ちや構成の組織

であり、地域住民はもちろんのこと会員自身にも、その性格や方向性が十分に認知されていな

い現状がある。様々な具体的な活動を通して、理解を広められるよう支援していく。また、組

織運営上の基本的な流れや組織内情報共有の方法も手探りの段階であるため、丁寧な支援が必

要な時期になっている。 

（３）開館から２０年の節目を迎え、地域の教育機関として、これからの地域の豊かな暮らしや文

化振興、地域発展に資する役割をいかに担うのかが改めて問われている。 

 
３ 令和８年度の重点目標 

（１）誰にでも開かれた「居場所」「学びの場」「交流の場」づくり 

①施設の維持整備を図り、誰もが気軽に利用できる学習環境を整える 

②公民館の認知度向上や新たな利用者層の開拓に向け、アナログとデジタルの手法を柔軟に組

み合わせた効果的な広報活動を展開する。 

③地域における新たな出会いやつながりの創出を目指し、工夫・配慮のある情報発信に取り組

む。 
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（２）利用者・住民・地域と共に取り組む公民館運営 

①公民館運営審議会委員、利用者の会などとの連携による公民館運営を図る 

②公民館利用者、団体への日常的な支援を充実させる。 

③公民館の役割についての理解を広げる。 

（３）暮らしや時事の課題に沿った事業の展開 

①それぞれのライフステージや暮らしの課題に寄り添った学習活動を展開する。 

②地域や社会の課題に向き合い、学習成果が次のステージにつながる事業に取り組む。 

（４）地域コミュニティの基盤づくりを支える拠点としての機能の発揮 

①地域諸団体などとの関係性を高め、地域連携の拠点として機能する 

②地域の実情に沿った具体性のある地域課題、地域活性の取組を展開する 

③地域づくりに取り組む動きを支援するとともに、地域での機運醸成に努める 

 

４ 令和８年度の重点取組分野及び主な予定事業 

「地域のつながりづくりへのアプローチ」 

「つなぐ・つなげる・つながる」をキャッチコピーに掲げる当館は開館２０周年を迎えた。また、

周西地区の地域づくり協議会が令和７年９月に「地域のつながりづくり」を基本理念として発足し

た。この契機に合わせ、令和６年度君津地区公民館運営審議会の答申を踏まえ、地域のつながりづ

くりを軸に据え、多様な方々が地域づくりに参加できるきっかけづくり、関連する学びの機会の創

出、新たな動きに向けた地域機運の醸成を図る。 

主な予定事業：20周年記念事業、地域づくり協議会支援事業、地域課題解決支援事業。 

 

５ 令和８年度の事業計画 

（１）公民館運営審議会 

№ 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象･人数 備考 

１ 

君津地区公民

館運営審議会 

公民館事業の企画・実施、施設整備につい

て総合的に調査審議するとともに、住民の意

見を反映する。君津中央・八重原・周西・周

南公民館長の諮問に対する答申。 

※君津地区４館で開催（事務局：周南公民館）

5月～3月 

年4回 

委員12人  

 

（２）青少年教育事業 

№ 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象･人数 備考 

２ 

青少年体験活

動事業 

自然体験や仲間との共同活動を通じ、たく

ましさや生きる力をはぐくみ、心身の成長を

目指す。 

・バスハイク 

・キャンプ 

 

 

 

8月 

3月 

小学生 青少年相

談員共催 

３ 

すさい子ども

教室 

異年齢交流の場の創出と子どもの「遊び」

の幅を広げること目的に、創作・体験・学習

活動を実施。 

夏休み 

冬休み 

小学生  

４ 

20歳のつどい 実行委員会による企画・運営を進め、地域

の人々との交流等を通じて、大人になった自

覚を促す機会とする。もって、青年教育の推

進と地域の活性化を目指す。 

実行委員会

8月頃～ 

つどい1月

11日 

20歳の対象

者及び地域

住民 

 

５ 

青少年健全育

成支援事業 

幅広い年代層を対象に地域の青少年健全育

成を支援する事業に取り組み周西中学校区青

少年健全育成協議会（事務局：周西中学校・

 小・中学生

及びその家

族等 
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周西の丘小学校・周西公民館）との連携を図

る。 

６ 
青少年健全育

成講演会 

青少年の健全育成に関する講演会の実施 1回   

７ 

青少年相談員

活動への協

力・援助 

青少年相談員の活動を支援し、地域の青少

年健全育成につなげる。 

通年 青少年相談

員 

 

 

（３）課題解決学習支援事業事業 

№ 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象･人数 備考 

８ 

周西幼児家庭

教育学級 

(たんぽぽ学

級) 

乳幼児期の家庭教育のあり方について学習

する。孤立した子育てにならないよう、親同士

のつながりを深める。 

6月～3月 

年 10 回程

度 

乳幼児の保

護者 

20人程度 

 

９ 

家庭教育サロ

ン 

地域・学校・行政との連携を深め、子育てや

家庭に関する課題を学ぶ。保護者の輪を広げ、

交流機会を創出する。 

 小・中学生

の保護者 

 

10 

青年事業 

(みんなのとも

かつ) 

青年層を対象に、交流の場の創出・仲間づく

りを目的に実施する。新規利用者を開拓し、自

主活動化も視野に入れる。 

年2回程度 25歳～50歳

前後 

 

11 

高齢者学級 

(おとなの放課

後倶楽部） 

生きがいづくり・異なる世代との交流・仲間

づくり・地域交流促進などを目的とし、様々な

生活課題や幅広い分野について、講義や実技を

通じ学ぶ。 

6月～１月 

年7回程度 

60 歳以上の

周西地区居

住者 

 

12 

高齢者交流事

業 

(お達者倶楽

部・ゆいまー

る） 

高齢者同士の仲間作りを促し、身近な生活課

題を学習する。 

6月～2月 

年3回程度 

70 歳以上の

周西地区居

住者 

 

13 

地域課題解決

支援事業 

「学び」と「地域」に軸足をおいた公民館の

各種の機能を用いて、地域課題解決に資する学

習・活動を行う。 

・自治会長・公民館情報交換会 

・周西ひだまりひろば 

 

 

 

5月 

通年 

地域住民  

14 
人権関連事業 人権意識の向上や理解を深めるための学習

機会とする。 

 地域住民  

15 

男性の家事・育

児参画促進事

業 

男性の家事・育児参画と女性活躍の推進を目

的として、育児・家事スキルを向上させるため

のワークショップや情報共有を実施 

1回   

 

（４）コミュニティ活性化事業 

№ 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象･人数 備考 

16 

開館20周年記

念事業 

地域と公民館のこれまでの歩みや地域の動

きを振り返りまとめること、周西地区の現状

と課題を見つめ直し今後の地域活性化への足

がかりとすること、これからの地域の豊かな

暮らしや文化振興、地域発展に資する公民館

の役割を見つめ直すことを目的に、各種記念

事業に取り組む。 

通年 地域住民他  
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・開館20周年記念誌及び広報紙の発行 

・開館20周年記念式典 

・開館20周年記念文化祭 

・開館20周年記念イベント（各種） 

17 

周西公民館だ

より「はまっ

ぺ」発行事業 

地域の住民の暮らしにかかわることや活躍

の様子、地域の動きや公民館事業などを掲載

し、地域情報紙としての役割を担う。住民編

集委員を委嘱し、より身近な紙面を心がけ

る。 

年4回発行 

各2,000部 

地区内配布  

18 

第20回周西公

民館地区文化

祭 

地区文化祭として公民館主催事業並びに地

域住民の文化活動や学習成果の発表機会を創

出し、地域自治と文化の振興につなげる。実

行委員会を立ち上げ運営する。 

11/7,8 サークル・

団体、地域

住民代表者 

 

19 

サークル・団

体研修会 

公民館の設置目的や役割、サークル活動の

あり方、公民館利用についての理解を広げ、

利用者同士の交流を深め、活動を支援する。 

年1回 長期利用サ

ークル 

 

20 

サークル・団

体の相談・支

援 

サークル・地域団体活動の運営相談や援助

を行うほか、新設サークルに対し説明会など

の援助をする。 

通年 サークル・

団体 

 

 

（５）その他 

№ 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象･人数 備考 

21 

読書活動の推

進 
周西公民館文庫などを通じて、読書活動・

図書資料活用の推進を図る。読書系のイベン

ト企画も視野に入れる。 

通年 主に地域住

民 
 

22 

周西地区地域

づくり協議会

支援事業 

更なる地域コミュニティの活性化と多様な

住民自治 （地域自治） の実現を目指すた

め、地域づくり協議会運営の伴走支援に取り

組む。 

通年 協議会会員 
関心を寄せ

る方 

地域づく

り課との

共同実施 
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周南公民館 
 
１ 基本方針 

（１）地域住民の「楽しく親しみやすいふれあいの広場」「住民相互のきずなを深める

とともに地域の文化を醸成し合う文化創造の広場」「主体性と協調性を培う学習

の広場」を目指す。 

（２）地域住民の自主的活動を支援し、学習意欲の向上を図り、地域の発展と自治能力 

の向上に寄与する。 

 

２ 令和７年度の成果と課題  

【成果】 

（１）地域の子どもが気軽に公民館に立ち寄ることが増え、子どもだけでなく保護者に

も放課後や土日の居場所として公民館が再認知されるようになった。 

（２）公民館独自の自治会回覧、館報の取材、自治会等への事業支援等、地域と積極的

に関わることで、地域に即した学びの機会の提供、活動の支援を行うことが出来

た。 

（３）館報で取り上げてきた地域課題（「獣害」「地域活動の担い手」）や戦後80年に

かかる記事を各事業に関連付けて取り上げたことで、様々な世代に対して地域へ

の関心を広げる機会を生み出せた。 

【課題】 

（１）地域に関心を向けるきっかけを作ることはできたが、継続的な活動や人間関係の

広がりまでには至っていない。関心を持つことから担い手につながっていくよう

な仕組みづくりと継続的な事業が必要である。 

（２）集めた情報をもとに、地域で行われている活動の傾向や課題を分析することが必

要である。またその情報を団体や人材育成につなげていくかを地域活動委員等と

共有し進めていく必要がある。 

（３）HPやSNSといったインターネットを介した事業紹介や情報提供については十分と

は言えず、定期的な配信、速やかな配信について改善が必要である。 

 
３ 令和８年度の重点目標 

（１）地域内での青少年層や子育て世代層に向けた学びの場・活動の場づくりを進める。 

   青少年層を中心とした体験活動や交流の機会づくりに取り組む。あわせて親世代

が地域に関心を向けられるような学びの場づくりに取り組む。 

（２）住民活動の育成および支援を図り、地域活性化にむけた土台作りを進める。 

   サークル・地域団体の育成・支援・協力に取り組む。あわせて、中高年層に向け

た地域や地域活動について関心を広げる機会づくりに取り組む。 

（３）身近な学習および活動拠点として、利用しやすい施設づくりと学習機会・相談体

制の充実と工夫を図る 

（４）地域情報の積極的な収集・発信と分室資料を含めた地域資料の保存・活用を図る。 

   公民館ホームページの見直しとSNSの活用に取り組み、館報ひろばも含め地域情

報の収集・発信の工夫を図る。また主催事業等で分室所蔵資料の積極的活用を図

り、図書分室の利用向上に取り組む。 

  

 

-18-



４ 令和８年度の重点取組分野及び主な予定事業 

「地域への関心拡大と担い手育成」  
 令和６年度君津地区公民館運営審議会の答申に基づき、昨年度の成果と課題を踏

まえながら、中高年世代・青少年世代を中心に、様々な形で地域に関心を向ける機

会を作り、新たな担い手につながる事業に取り組む。  
※主な予定事業：「 (仮 )中高生活動支援事業」「おいでよひろば」「親子de冒険山」

「セカンドライフ支援事業」 

 

５ 令和８年度の事業計画 

（１）公民館運営審議会  

№ 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象･人数 備考 

１ 

君津地区公民

館運営審議会 

公民館事業の企画・実施、施設整備につい

て総合的に調査審議するとともに、住民の意

見を反映する。 

5～3月 

年4回 

委員12人 君津地区

4館で開

催／事務

局：周南

公民館 

 

（２）地域コミュニティ活性化事業 

№ 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象･人数 備考 

２ 

ふるさと運動 地域活動委員を委嘱し、地域の文化や自然

に親しむ活動を通して、地域文化の継承と活

力ある地域づくりを目指す。 

（１）郷土文化継承活動 

ふるさと周南ウォッチングなど 

（２）郷土芸能継承活動 

文化祭での発表、地域活動支援など 

（３）地域連帯活動 

周南ふれあいスポーツ大会  

通年 
 

 

 

11/29（日） 

 

 

 

11/15（日） 

地域住民 地域活動

委員 
 
 
※ふるさ

とウォッ

チングは

久留里城

址資料館

と共催 

３ 

第５３回周南

地区文化祭 

郷土の文化創造と地域住民の交流・発表の

場を目指す。合わせて地域住民と実行委員会

を組織し連携して各事業に取り組む。 

実施日 

10/31（土） 

～11/1（日）

地域住民 文化祭実

行委員会 

４ 

館報｢ひろば｣ 

編集発行事業 

紙面を通じて地域を見つめ、自らの生活と

自治を考える機会とする。あわせて地域情報

紙としての役割を積極的に担う。 

年4回発行 地区内回覧

各機関・小

中学校配布 

館報編集

委員会 

５ 

スポーツふれ

あい事業 

地域内外及び世代間の交流を深め、地域の

連帯感を育てるため、周南ふれあいスポーツ

大会(グラウンドゴルフの部・モルックの部

／雨天時:ボッチャ体験会)を実施する 

11/15（日） 地域住民 

200人 

ふるさと

運動 

 

（３）青少年教育事業 

№ 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象･人数 備考 

６ 

子ども体験活

動事業 

 

工作や自然体験などの体験活動を通じて、

創意工夫の発想力を養い、地域の大人との交

流を図る。 

6月～ 

回数は他の

青少年事業

と調整 

小・中学生 

30名程度 
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７ 

周南青少年キ

ャンプ 

 

大自然の中でのキャンプ実習を通じて、青

少年が豊かな人間性を育み共同生活の楽しさ

や難しさを学ぶ。 

・事前研修 

・キャンプ 

事前研修 

7/25（土） 

キャンプ 

8/1（土） 

～ 2（日） 

小学5～6年

生30名 

共催： 

周南地区

青少年相

談員連絡

協議 

８ 

青少年バスハイ

ク 

社会見学により見聞を広め、異年齢間の連 

帯を深める。 

2/14（日） 小学4～6年

生40名 
共催： 

周南地区

青少年相

談員連絡

協議会 

９ 

(仮)中高生活動

支援事業 
地域在住の中・高校生世代を対象に、地域と

つながる、関心を持つ機会づくりを継続的に

取り組む。 

通年 中・高校生

世代 
 

10 

周南地区20歳

のつどい 

20歳の方が実行委員会形式で集いの企画運

営を進める中で、当事者が大人になった自覚

を持つ事のできる機会、地域の人々との交流

の機会を提供し、青年教育の推進と地域の活

性化を図る。 

実行委員会 

8～1月 

実施日 

1/10（日） 

当該年度に

20歳になる

方 

 

 

（４）課題解決学習推進事業 

№ 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象･人数 備考 

11 

農業講座 

 

 

これからの社会を展望しながら、周南の農

業課題について学び合う場づくりを目指す。 
5～2月 

計5回 

専・兼業農

家、地域住

民15名程度 

 

12 

家庭教育関連

事業 

 

 

地域の子育てをする仲間づくりの促進とと

もに、子育てや子どもに関わる様々な課題に

ついての学習や話し合いをとおして、課題を

共有し理解を深める機会とする。 

・おいでよひろば(乳幼児とその親) 

・親子de冒険山(小学生とその家族) 

 

 

 

 

年3回程度 

年3回程度 

 

 

 

 

10組程度 

15組程度 

 

13 

保育協力者研修 乳幼児の子を持つ親の学習機会の保障と、

子育てについて相談し合える関係性づくりを

行う。 

4月16日 

 

保育協力者  

14 
周南寿学級 高齢者が、心身共に健康で生きがいのある

充実した生活を送るための学習を進める。 

年9回 65歳以上 

30名 

 

15 

セカンドライフ

支援事業 

ニーズに応じて住民が年齢にとらわれずに

活躍できる地域を目指しシニア世代を中心に

新たな社会参加のきっかけづくりを行う。 

未定 地域住民 他館との

連携 

16 

地域福祉連携

事業 
地域福祉と教育福祉の観点から、地域での

福祉課題への理解を深める取組を進める。 

・あったかふれあいサロンの開催 

介護予防と孤立防止のための外出機会の

創出を目的とした高齢者の居場所づくり。

生活に役立つ学びや交流を提供する。生活

支援コーディネーターや関係機関・団体と

連携して運営する。 

年12回 

(八重原公

民館と交互

に実施。周

南は奇数月

開催） 

地域住民 君津東地

区かまち

ょろ会議

と連携 

-20-



17 
自治会学習活動

応援事業 

地域の課題解決につながる学習機会づくり

や情報提供を行う。 

通年 地域住民 各自治会

と連携 

18 

情報活用推進

事業 

ＩＣＴの活用と安全な利用を目指し、スマ

ートフォンの基本的な操作学習や情報の活用

学習を行う。 

9月1回 高齢世代等 総務課と

連携 

19 

人権教育推進事

業 

地域の実態や課題を踏まえ、人権意識の醸

成と地域で共に支え合う関係づくりにつなが

る学習会を行う。 

年1回 地域住民 他事業と

共催(ほっ

とサロン) 

20 

災害・防災関連

事業 

防災に対する認識を深めると共に、避難所体

験などを通して、避難時における課題を見つめ

なおし、地域ぐるみの災害対策につなげる。 

未定 地域住民  

 

（５）その他 

№ 事業名 目的及び主たる内容 期日・回数 対象･人数 備考 

21 

認知症カフェ 

ほっとサロン 

認知症の当事者を皆で支え合う地域を目指

し、認知症の家族・認知症の方・認知症や介

護、健康に関心のある方の情報交換、交流の

場として実施する。 

毎月 

第3金曜日 

認知症の家

族・認知症

の方・関心

のある方 

 

22 

青少年健全育成

活動 

 

「周南地区青少年を健全に育てる会」の事

務局として関係団体･機関･委員などと連携・

共同関係を強め、青少年健全育成に努める。 

通年 地域住民  

23 

地域連携・学

校支援事業 

地域行事調整会議の実施と、公民館で蓄積

している地域情報や公民館利用サークルなど

の情報について、学校に情報提供を行う。 

通年 公民館利用

サークル他 

地域団体 

 

24 

公民館利用者

研修会 

公民館利用者と関係団体を対象に、館の運

営や利用について学習し、各団体との交流・

連携を図る機会とする 

第1回： 

5/23（土） 

第2回： 

1月予定 

利用者団体

代表者他 

 

25 

施設を活用し

たスポーツの

振興・普及事

業 

公民館の弓道場・遊歩道・ゲートボール場

などを有効に使い、地域のスポーツ振興･普

及に努める。 

通年 地域住民  

26 

公民館施設利

用提供及び施

設の整備 

多様な利用形態を提供し、自習・読書・軽

スポーツなどの個人利用への対応を図る。合

わせて、遊歩道、樹木・広場を含めた施設全

体の整備を定期的に実施する 

通年  地域住民  

27 

図書分室事業 見やすい・利用しやすい図書の展示・整理

を行うほか、主催事業等での分室資料紹介、

分室だよりの発行等、読書環境の整備充実と

周知を図る。 

通年 地域住民 中央図書

館と連携 
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